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プロセスの基盤】の 5 つであった． 
3）2 年生の自由記述の内容 
看護倫理を学ぶ理由として，2 年生では「よい看護」「適切な看護」という，抽象的な表現が多
く認められた．また，「患者とコミュニケーションをとるため」のように患者との関係性を構築す
る手段として倫理が必要であると考えている内容も認められた． 
4）3 年生の自由記述の内容 
 3 年生では「患者の尊厳を守る」「相手の思いを尊重する」といった，より具体的な表現も多く
認められた．また「チームワーク」「多職種との連携」といった，チーム医療に関連するような内
容も認められた． 
Ⅳ．考察・結論 
 看護学生は看護倫理に対して「看護師として必要」や「患者と関わるために必要」「適切な判断
や行動をとるために必要」といったイメージを持っており，倫理意識が芽生え始めていると考え
られた．また，学年が上がるほど記述内容にも具体性が増し，倫理に関するイメージも明確であ
った．これらの要因としては，臨地での実習体験や専門科目に対する理解の深まりも考えられる
が，本研究結果ではこれらの要因を明かにすることが困難であり，この点に関しては今後の課題
であると考えられた． 
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